
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
号

日
本
古
代
国
家

の

「
化
」

の
概
念

八
世
紀
を
中
心
に

朴

昔

順

は

じ

め

に

日
本
の
律
令
国
家
の
位
置
づ
け
や
内
外
の
諸
関
係
を
巡
る
問
題
は
、
し
ば
し
ば

(
1
)

中
国
的

「華
夷
」
思
想

の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
即
ち
、
「王
化
」
思
想

(
2
)

を
持
ち
、
"帝
国
"
型
国
家
を
標
榜
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
ふ
う
に
述

べ
ら
れ
、

"蕃
国
"
や

"夷
秋
"
等
古
代
中
央
政
権

の
支
配
が
及
ぼ
な
か

っ
た
地
域
と
の
関

係
が
説
明
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
国
家
の
内
部
構
造
に
お
い
て
も
、
「化
内
」

の

民
と
、
そ
の
枠
か
ら
排
除
さ
れ
差
別
さ
れ
た

"異
民
族
集
団
"
た
る

「化
外
」
の

(
3
)

民
が
、
対
置
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
支
配
層
が
持

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る

「化
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
国
際
関
係
の
上
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う
に
日

本
列
島
内
に
お
い
て
も
表
れ
て
い
た
こ
と
が
特
に
注
目
さ
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
、
古
代
国
家
内
部
に
お
け
る

「化
」
の
論
理
に
は
、
単
な
る

"異
民
族
"
支
配
の
論
理
以
上

の
意
味
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
内
部

政
治
体
制
に
お
け
る
権
力
が
そ
の
正
当
性
を
主
張
し
、
国
内
に
お
け
る
秩
序
づ
け

を
行
う
際
に
、
対
立
す
る
異
質
な
も
の
を
、
「化
」

(「王
化
」)

の
論
理
を
軸
に
区

別
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
国
内
に
お
い
て
民
も
、
「化
」

に
浴
し
て
い
る

か
ど
う
か

(「王
化

の
民
」
で
あ
る
か
ど
う
か
)
が
、
そ
の
位
置
関
係
を
規
定
す

(4

)

る
重
要
な
要
素
と
な
り
え
た
。

本
稿
は
、
日
本
古
代
国
家
の
性
格
が
窺
え
る
理
念

・
概
念

の

一
つ
で
あ
り
、
そ

の
特
殊
性
が
説
明
で
き
る
歴
史
用
語
と
し
て

「化
」
を
取
り
上
げ
る
。
八
世
紀
に

お
け
る

「化
」

の
論
理
と
そ
の
主
張
の
意
味
、
そ
れ
に
伴
う
内
部
権
力
構
造
と
の

連
関
性
-
特
に
王
権

(天
皇
権
)
の
正
当
化
の
論
理
ー
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る

こ
と
に
す
る
。

一

八
世
紀

に
み
ら
れ
る

「化
」

の
形
態

八
世
紀
に
み
ら
れ
る

「化
」

の
形
態
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
以
下
の
よ
う
に
A

類

・
B
類

・
C
類
に
分
け
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る

ぐ王
に

『続
日
本
紀
』

を
考
察
の
対
象
と
し
た
。
な
お
、
特
に
断
ら
な

い
限
り
、
史
料
の
引
用
は
国
史
大
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系
本
に
依
る
)
。

(5

)

A
類
の

「化
」
の
概
念
に
は
、
本
来

の
中
国
的
な
統
治
理
想
が
そ
の
ま
ま
反
映

さ
れ
表
現
さ
れ
た
も

の
と

い
え
る
。
"天
皇

の
徳

の
及
ぶ
"
地
に
、
民
に
対
す
る

統
治
を
具
現
す
る
精
神
と
し
て
示
さ
れ
る

「化

(オ
モ
ブ
ケ
)」
で
あ
る
。
例
え
ば
、

○
史
料

1

『続
日
本
紀
』
宝
亀
四
年

(七
七
三
)
四
月
壬
戌
条

勅

日
。
朕
君
二
臨
四
海
一
。子
二
育
兆

民
一
。崇
レ
徳
忘
レ
喰
。
恤
レ
刑
廃
レ
寝
。

而
徳
化
未
レ
沿
。
災
異
屡
藻
。
…
…

「朕
は
天
下
に
君
主
と
し
て
臨
み
、
人
民
を
子
と
し
て
育
ん
で
い
る
。
徳
を
尊

ぶ
の
あ
ま
り
食
事
を
忘
れ
、
刑
を
憐
れ
む
あ
ま
り
寝
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か

し
、
徳
化
は
ま
だ
あ
ま
ね
く
行
き
わ
た
ら
ず
、
災
異
は
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
る
。

(
6
)

…
…
」
と

い
う
よ
う
な
例
が
そ
れ
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な

「化
」

の
理
念
は
、
八
世
紀
の
例
に
お
い
て
は
主
に
、
国
内
に
お

け
る
天
皇
の
詔
勅
や
、
上
表

・
奏
の
中

で
窺
わ
れ
る
。
ま
た
対
外
的
に
は
、
賜
渤

海
国
王
書
、
渤
海
国
王
啓
、
新
羅
使
節

の
奏
言
の
中
で
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
、

そ
の
代
表
権
の
所
在

・
統
治
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
様
態
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
表
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

表
1

"
A
類

書

式

記事

年
月
日

「化

」

の

表
現

記
事内

容

①

詔

霊

亀

元
・
一

〇
・

乙

卯

刑錯

之化

陸
田
に
雑
穀
を
栽
培
す
る

養

老
五
・

二
・

癸
巳

何化

天
下

こ

と
を
奨
励異常事態の兆
し
を
み
、

養老

七
・

二
・

己酉

關化

・

淳
化

臣
下
の
進
言
を求

め
る春の耕作開始に際して

天

平
六
・

四
・

壬

子

撫
育
之
化

農
耕
を
勧
め
る人民の痴苦を問

う
た
め

天

平
一
三

・

三
・

乙

巳

政
化

の
使
を
発
遣
す
る国分寺建立

宝
字
二
・

正
・

戊寅

風
化

職
務
に
励
む
こ
と

則
天
施
化

問
民
苦
使
派
遣

宝字

二
・

二
・

壬

戌

聖
化

供
祭
・

医
療
以

外
の

飲
酒、

延暦

元
・

四
・

癸
亥

簡
易
之
化

無
断
集
会
の

禁止造宮・勅旨省、造

法花

寺
・

鋳
銭
司
を

罷
め
る

延暦

四
・

五
・

癸

丑延暦四・六・辛巳

化
猶
閾
於
東
戸政化

祥
瑞
に
よ
る

授位

、

免税慶瑞表に対する詔報

延暦

六
・
一

〇
・

丁

亥

淳
化

豊作

に
よ
る
賑

他

②

勅

天

平
一

六
・

九
・

丙

戌

風
化

巡察

使
に
向
け
る
指示

天
平
二

〇
・

三
・

戊
寅

風
化

天
皇
の

徳
政
に
よ
る
大
赦

勝

宝

元
・

二
・

壬

戌勝宝八・
一
一

・丁

巳

風
俗
之
化庸化

譜代

郡領

の
簡
定
・
任
用出納諸司の官人に対し

て

弾正

台
に
取
り
締
ま

ら
せ
る

宝

字
二
・

一

〇
・

甲

子

従其

化
・

未
可
以

国司

の
任
期
を
六
年
に
改

化

め
る

宝
字
三
・

六
・

丙
辰

済世

弼
化

維
城
典
訓
・
律
令
格
式
を

読
む
者
を
官
人
に
す
べ

き
こ

と

宝
字
五
・

八
・

癸
丑

皇
化

国
司
の
勤
務
態
度
を
改
め

宝

字
八
・
一

二
・

庚寅

善
化

る
こ

と
を
督
励天皇の徳政によ
る

大赦

神
護
元
・

正
・

己
亥

徳
化

天
平
神
護
改
元

宝
亀
四
・

正
・

癸
未

風
化

災
異
に
よ
る

大赦

宝

亀
四
・

四
・

壬

戌

徳
化

災
異
に
よ
る

大赦

宝

亀
五
・

三
・

丁

巳

簡
易
之
化

員
外
国
司
の
五
年
已
上
歴

任
者
を
解
脚す

る

③
上
表

天

平
八
・
一

一

・

丙

戌

化
及
翼
鱗

葛
城
王
等
の
橘宿

祢賜

姓

を
願
う

化
被
海
路
之
所
通

宝

字
二
・

八
・

庚
子

天
平
之
化
・

昌
化

孝
謙
・

光
明
子
に

尊号

を
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宝

字

七
・

八
・

己

丑延暦四・六・辛巳延暦九・七・辛巳延暦一〇・正・癸

酉

聖
化政化

・

馴
化則天布化至化潜運

奉
る
百

官
の
上

表池田親王ら御長真人

賜姓を願う右大臣ら祥瑞を喜ぶ上表文を奉る連姓を改めて朝臣姓を賜わるよう願う津朝臣と同じく、氏姓を改めるよう願う

④

奏

宝

亀

元
・

五
・

壬

申宝亀六・八・庚辰宝亀一一・三・辛

巳

政
化化被

群
方済世興化

祥瑞

に

対す

る
叙
位
・

賜物等を望む毎国の公癬稲を割き在京俸禄を益すこと国ごとに兵士の数を定めること

⑤
賜
渤海書

宝亀

三
・

二
・

己

卯延暦一七・五・戊戌延暦一八・四・己
丑

化有

輯於

同
軌慕化

*慕風化*

国
書
無
礼
の
こ
と
、

隣
交の好を継続すること六年一来を告ぐ年期を定めないことを告ぐ

⑥渤

海王啓

延

暦
一

五
・

一

〇
・

己

未延暦一七・一二・壬寅

慕
盛
化

*慕化*

年期

を

定
め
る
こ

と
を

求める六年一来を短縮することを求める

⑦新

羅奏

宝

亀十

一

・

正
・

辛

未

天
皇
恩
化

新
羅
国
王
言
う

・

『続
日
本
紀
』
参
照
、
*
印
は

『日
本
後
紀
』
、
「類
聚
国
史
』
参
照
。

ま

た

、

以

上

の
よ

う

な

中

国

的

な

「
化

」

の
理
念

の
下

で

、

そ

れ

に
逆

ら
う

、

ま

た

は
従

う

(或

い
は

慕

う

)

等

と

判

断

さ

れ

、

そ

れ

に
対

す

る
実

際

的

な
措

置

が
伴

っ
て

い
た
と

思

わ

れ

る
も

の
を

B
類

と

す

る
。

そ

の
中

で

、

ま

ず

B

a
類

と

は

、

そ

の
よ
う

な

「
化

」

の
イ

デ

オ

ロ
ギ

ー
を

律

令

国

家

側

か

ら

強

制

す

る

側

面

を
も

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
記
事

で
あ
る
。
例
え
ば
、

○
史
料
2

『続
日
本
紀
』
大
宝
二
年

(七
〇
二
)
八
月
丙
申
条

薩
摩

・
多
樹
、
隔
レ
化
逆
レ
命
。
於
レ
是
発
レ
兵
征
討
、
遂
校
レ
戸
置
レ
吏
焉
。

右
は
、
『続
日
本
紀
』
に
最
初
に
登
場
す
る

「化
」
の
用
例
で
あ
る
が
、
「征
討
」

の
理
由
と
し
て

「化
を
隔
て
て
命
に
逆
ら
っ
た
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
同

じ
く
養
老
四
年

(七
二
〇
)
に
は

「化
に
逆
ら
っ
て
」
良
民
を
害
し
た
の
で

「諒

罰
」
が
行
わ
れ
た

(同
年
六
月
戊
戌
条
)
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
和
銅
三
年

(七

一
〇
)
に

「荒
俗
を
教
喩
し
、
聖
化
に
馴
服
」
さ
せ
た
こ
と

(同
年
正
月
庚
辰
条
)、

ま
た
、
天
平
宝
字
四
年
に

「荒
夷
を
教
導
し
、
皇
化

に
馴
従
」
さ
せ
た
こ
と

(同

年
正
月
丙
寅
条
)
な
ど
は
み
な
、
律
令
国
家
の
領
土
確
定
過
程
に
関
係
し
て
起
こ

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
「化
」
の
理
念
に
よ

っ
て

「我
が
世
界
」
と

「他
」
を

区
別
す
る
認
識
が
あ
り
、
さ
ら
に
は

「化
」
内
部

へ
の
編
制
を
強
制

・
誘
導
し
て

(7

)

い
た

姿

と

し

て
見

受

け

る

こ

と

が

で
き

る

。

●
表
2

"
B
a
類

記
事
月
日

「化

」

の
内

容

「

化」

理
念
の

適
用
者

大
宝
二
・

八
・

丙
申

隔化

逆命

薩摩

・

多
繊

和
銅
三
・

正
・

庚
辰

馴
服
聖
化

日
向隼

人

養老

四
・

六
・

戊
戌

枯
乱
逆
化

西
隅
小賊

宝

字
四
・

正
・

丙寅

馴
従
皇
化

陸奥

国荒

夷

延

暦
一

九
・

五
・

己

未

以
靡
風
化
*

甲斐

国夷

俘

・

『続
日
本
紀
』
参
照
、
*
印
は

『類
聚
国
史
』
参
照
。

そ

し

て
、

B
b

類

で
あ

る

が

、

こ

こ

で

は
、

「慕

レ
化

来
朝

」
、

「帰
二
慕

皇

化
一
」
、

「
自

投

二
聖

化

一
」
等

と

い
う

、
自

ら

の
意

志

に
よ

る

集

団

或

い
は

個

人

的

な

行

為

が

み

ら

れ

る
。

即

ち

、

「
化

」

と

い
う

統

治

上

の
観

念

が

、

さ

ら

に
、

「
帰

す

(オ

モ
ブ

ク

)
」

「
投

す

」

「来

朝

す

」

と

い
う

1

居

住

基

盤

を

異

土

の
政

治

領

域

に
移

し

た

こ

と

を
示

唆

す

る
ー

よ
り

直

接

的

で
具

体

的

な

行

為

に
よ

っ
て
支

え

ら

れ
、
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国
内
に
お
け
る
彼
ら
の
身
分

(「化
民
」

(神
護
景
雲
三
年

一
一
月
己
丑
条
)
・
「内

民
」

(延
暦
九
年
五
月
庚
午
条
)
・
「公
民
」
(延
暦
四
年
六
月
癸
酉
条
)
・
「平
民
」

(延
暦

一
八
年

一
二
月
甲
戌
等
))
の
形
態
を
規
定
し
、
存
続
さ
せ
る
論
理
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
う
実
践
的
な
措
置
も
あ

っ
た
。
例
え
ば
、

養
老
元
年
、
高
麗

・
百
済
兵
士
が

「聖
化
」
に
投
じ
た
こ
と
で
、
終
身
の
給
復
の

措
置
を
受
け
て
い
る
。

○
史
料
3

『続
日
本
紀
』
養
老
元
年

(七

一
七
)

一
一
月
甲
辰
条

高
麗

・
百
済
二
国
士
卒
、
遭
二
本
国
乱
一
、投
二
於
聖
化
一
。朝
庭
憐
二
其
絶
域
、

給
レ
復
終
身
。

ま
た
、
他

に
も
、
「化
」
に

「帰

(或

い
は
投
)
す
る
」
こ
と
に
よ

っ
て
、
授

位
や
給
物
等
の
処
置
を
受
け

(天
平
元
年
八
月
癸
亥
条
、延
暦

一
七
年
六
月
戊
戌

条
等
)
、
ま
た
は
安
置
さ
れ

(宝
字
四
年

四
月
戊
午
条
、
宝
亀
三
年
四
月
庚
午
条
、

宝
亀
五
年

一
〇
月
己
巳
条
、宝
亀

一
〇
年
九
月
庚
辰
条
等
)
、或

い
は
郡
を
置
く
(天

平
宝
字
二
年
八
月
癸
亥
条
等
)
等
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
表
3
に
ま
と
め
て
み

る
。●
表
3
"
B
b
類

番号

記事

年度

「
化
」
の

内
容

措
置

出
自

1

天

平
一

八

慕
化
来
朝

安
置
・

給
衣
糧
放
還

渤
海
・

鉄
利

2

宝字

三
・

九
・

丁

卯

帰化

願
還
者
給
糧
放
却

新
羅

3

養老

元
・
一

一

・

甲辰

投於

聖
化

給復

終
身

高
句
麗
・

百
済

4

天

平
元
・

八
・

癸亥

心
向皇

化

授位

・
賜
物
位
禄
料

唐

5

天
平

帰化

聖
朝

寄住

大
伴卿

家

新
羅

6

宝
字
二
・

六
・

辛
亥

帰慕

皇
化

量給

種子

令得

佃
田

夷
俘

7

宝
字
二
・

八
・

癸
亥

帰
化

置新

羅郡

新
羅

8

宝
字
四
・

四
・

戊
午

帰
化

置於

武蔵

国

新
羅

9

景

雲
三
・

一
一

・

己
丑

為
化
民

除俘

囚名

為調

庸民

俘囚

10

宝

亀

元
・

四
・

癸

巳

王
民
↓
帰降

除
俘
囚之

名輸

調庸

俘囚

之
貢

11

宝
亀
三
・

四
・

庚
午

帰
化

賜
村
居
・

被任

郡
司

後漢

12

宝

亀

五
・
一

〇
・

己

巳

帰
化

授
位
・

居
村

百済

13

宝

亀
一

〇
・

九
・

庚

辰

慕
化
入
朝

在
出
羽
国
・

供
給

渤海

・

鉄

利

14

延暦

一

七
・

六
・

戊

戌

帰
投
国
家

授
位
・

官
職
・

優
憧

唐

賜
る
稲

15

宝字

二
・

六
・

乙

丑

帰
化
聖
境

賜
姓

後
漢
・

高句

麗

16

宝字

二
・
一

〇
・

丁

卯

慕
化
来
朝

賜
姓

賀
羅

17

景雲

二
・

六
・

庚子

帰
化

授
位
・

賜
姓

百
済

18

天

応
元
・

七
・

癸酉

帰
於
聖
朝

賜
地
・

賜
姓
・

改
姓

内
民
↓
百済

19

延
暦
四
・

六
・

癸酉

帰
化
来朝

在諸

国
・

改
賜
姓

後
漢

20

延

暦
八
・
一

〇
・

乙

酉

自
投聖

化

居

武

蔵
・

授

位

官

高
句
麗

職
・

改
賜
姓

21

延
暦
九
・

五
・

庚
午

欽清

化志

同

改
夷
姓
賜
姓

田
夷

内
民

22

延
暦
九
・

七
・

辛
巳

(
聖
化)

随
使

賜官

職
・

改姓

百
済

入
朝

23

延
暦
一

八
・
一

二

甲
戌

仰
慕
聖朝

航

安
置
・

改
賜姓

百
済

海投

化

帰
化
来
朝

改
賜
姓

高句

麗

24

宝

字元

・

四
・

辛
巳

久
慕
聖
化

給
姓

高句

麗
・

百
済

・

新羅

25

宝

字
二
・

四
・

己

巳

貢
進
聖
朝

改
賜
姓

高句

麗↓

帰百

済

26

宝

亀九

・
一

二
・

庚

寅

帰
朝

賜
姓

唐

・

『続
日
本
紀
』
参
照
、
そ
の
他
、
5
は

『万
葉
集
』
、
14
、
23
は

『日
本
後
紀
』
参
照
。

し

か

し

、

そ

の
後

彼

ら

は

日
本

国
内

に

お

い
て

、
具

体

的

に

は
ど

の
よ

う

な
身

分

状

態

に
置

か

れ

て

い
た

の
だ

ろ
う

か

。
表

の
記

事

1

・
2

の
放

還

・
放

却

さ

れ

た

例

は

除

く

と

し

て
、

「帰

化

」

以

上

の
中

央

政

権

に
よ

る
位

置

づ

け

、
意

味

づ

け

が
与

え

ら

れ

た

事

例

は

確

認

し

が

た

い
。

と

こ

ろ

が

、
史

料

4

(表

3

の

16
)
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天
平
宝
字
二
年
の
記
事
か
ら
は
、
少
し
ば
か
り
状
況
が
窺
わ
れ
る
。

○
史
料
4

『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年

(七
五
八
)

一
〇
月
丁
卯
条

美
濃
国
席
田
郡
大
領
外
正
七
位
上
子
人
。
中
衛
無
位
吾
志
等
言
。
子
人
等
六

世
祖
父
乎
留
和
斯
知
。
自
二
賀
羅
国

一
慕
レ
化
来
朝
。
当
時
。
未
レ
練
二
風
俗
一
。

不
レ
着
二
姓
字
一
。望
随
二
国
号

一
。蒙
二
賜
姓
字
一
。賜
二
姓
賀
羅
造
一
。

賀
羅
国
よ
り

「慕
化
来
朝
」
し
た
乎
留
和
斯
知
の
子
孫
子
人

・
吾
志
は
、
律
令

(8

)

国
家
か
ら
郡
領

・
中
衛
に
任
じ
ら
れ
、
子
人
は
位
階
も
授
け
ら
れ
て
い
る

(11
宝

亀
三
年
四
月
庚
午
条
等
も
同
様
。
数
字
は
表

3
の
番
号
)
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

帰
化

の
時
点
か
ら

「未
レ
練
二
風
俗

一」
と

の
理
由
で
姓
字
が
着
け
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
本
国
の
号
を
生
か
し
た
賜
姓
を
望
ん
で
い
る
の

(
9
)

で
あ
る
。
同
様
に
、
15
天
平
宝
字
二
年
に
も
、
高
麗
よ
り
転
じ
て

「聖
境
に
帰
化
」

し
て
生
活
を
営
ん
だ
が
、
そ
の
後
、
同
祖

の
者
が
数
姓
に
分
か
れ
て
い
る
状
態
を

訴
え
、
天
皇
か
ら
の
勅
に
よ

っ
て

「同
姓
」
に
な
ろ
う
と
望
ん
で
い
る
例
を
み
る

こ
と
が
で
き
る

(同
年
六
月
乙
丑
条
)
。
こ
れ
と
同
じ
く
、
日
本
国
内
に

「安
置
」

さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
天
皇
か
ら
新
た
な
姓
を
賜
る
こ
と
を
願
望

し
、
許
可
さ
れ
る
記
事
が
、
八
世
紀
後
半
に
お
い
て
著
し
く
目
立

っ
て
み
ら
れ

(17

神
護
景
雲
二
年
六
月
庚
子
条
、
19
延
暦
四
年
六
月
癸
酉
条
、
20
延
暦
入
年

一
〇
月

(
10
)

乙
酉
条
、
22
延
暦
九
年
七
月
辛
巳
条
、
23
延
暦

一
八
年

一
二
月
甲
戌
条
等
)、
24
天

(11

)

(12

)

平
宝
字
元
年
の
勅

(同
年
四
月
辛
巳
条
)
以
来
の
傾
向

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
7
の
場
合
に
も
、
宝
亀
11
年
ご
ろ
に
は
賜
姓
の
措
置
が
行
わ
れ
た
よ
う
で

あ
る

(『続
日
本
紀
』
宝
亀

一
〇
年
五
月
甲
戌
条
)。

一
方
、
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
列
島
外
か
ら

「化
」
に
帰
し
て
き
た
以
外
に
も
、

次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。

○
史
料
5

『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
六
月
辛
亥
条

陸
奥
国
言
。
去
年
八
月
以
来
。
帰
降
夷
俘
男
女
総

一
千
六
百
九
十
余
人
。
或

去
二
離
本
土
一
。帰
二
慕
皇
化
一
。或
身
渉
二
戦
場
一
。與
レ
賊
結
レ
怨
。
総
是
新
来
。

良
未
二
安
堵
一
。亦
夷
性
狼
心
。
猶
予
多
レ
疑
。
望
請
。
准
二
天
平
十
年
閏
七

月
十
四
日

勅
一
。量
二
給
種
子
一
・令
レ
得
レ
佃
レ
田
。
永
為
二
王
民
一
。以
充
二

辺
軍
一
。…
…

天
平
宝
字
二
年
、
「帰
降
」
以
来
約

一
〇
ヶ
月
間
陸
奥
国
の
管
轄
下
に
置
か
れ

て
い
た
ら
し

い
夷
俘
等
新
来
者
達
は
、
そ
の
後
、
「種
子
を
量
り
給
ひ
、
田
佃
る

こ
と
得
し
め
」
る
と

い
う
措
置
を
経
る
こ
と
で
、
「王
民
」
と
し
て
定
着
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
条

に
関
し
て
は
、
「種
子
と
田
地
が
支
給
さ
れ
、
活

計
を
得
る
こ
と
が
王
化
に
浴
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
王
民
と
な
る
条
件
」
と
解

(
13
)

釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
単
純
な
語
釈

に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
基

底
に
敷
か
れ
て
い
る
思
想
的
背
景
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
「皇

化
に
帰
慕
」
し
て
は
い
る
が
、
未
だ

「王
民
」
な
る
意
識
は
も
ち
得
な
か

っ
た
こ

と
が
読
み
と
れ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
次

の
よ
う
な
記

事
が
参
考
に
な
る
。

○
史
料
6

『続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十

一
月
己
丑
条

陸
奥
国
牧
鹿
郡
俘
囚
外
少
初
位
上
勲
七
等
大
伴
部
押
人
言
。
伝
聞
。
押
人
等

本
是
紀
伊
国
名
草
郡
片
岡
里
人
也
。
先
祖
大
伴
部
直
征
レ
夷
之
時
、
到
二
於

小
田
郡
島
田
村

一而
居
焉
。
其
後
。
子
孫
為
レ
夷
被
レ
虜
。
歴
代
為
レ
俘
。
幸

頼
二
聖
朝

一
撫
レ
運
。
神
武
威
レ
辺
。
抜
二
彼
虜
庭

一久
為
二
化
民
一
。望
請
。

除
二
俘
囚
名
一
。為
二
調
庸
民
一
。…
…

右

の
神
護
景
雲
三
年
条
に
み
え
る

「化
民
」
と
は
、
「彼

の
虜
庭
」
か
ら
領
内

に
入

っ
て
い
る
が
、
史
料
5
か
ら
み
て
、
未
だ

「王
民
」
と
し
て
の
意
識
は
持

っ

(
14

)

て

い
な

か

っ
た
状

態

で
あ

ろ
う

。

そ

こ
か

ら

ま

た

「
調
庸

民

」

と

な

る

た

め

に

、

俘

囚

の
名

を

取

り

除

く

よ

う

請

う

て

い
る
。
同

じ

よ
う

に

10

に

お

い
て
も

、
「
帰

降

」

し

た
者

と

そ

の
子

孫

が

お

の
ず

か

ら

「
調

庸

の
民

」

と

な

る

わ

け

で

は

な

く

、

そ

17



れ
に
相
応
す
る
名
を
請
う
て
い
た

(同
年

四
月
癸
巳
条
)
。
21
延
暦
九
年

の
時
に
も
、

「清
化
を
欽
」
し

「内
民
」
と
な
る
こ
と
を
志
し
て
律
令
国
家

の
郡
領
に
任
じ
ら

れ
て
い
た
が
、
夷
姓
の
ま
ま
だ

っ
た
の
で

「民
の
例
」
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
い
な

か

っ
た
と
し
て
い
る

(同
年
五
月
庚
午
条
)。
そ
の
よ
う
に
、
す
で
に
領
土
内

の

民

(「化
内
」

の
民
と
い
え
る
)
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
賜
姓
を

願

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
日
本
に
お

い
て
姓
の
秩
序
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
天

皇

の
民

(「王
化
の
民
」
、
そ
れ
が

「王
民
」
の
段
階
で
あ
る
と
い
え
よ
う
)
と
な

る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

先
述
の
16
天
平
宝
字
二
年

一
〇
月
丁
卯
条

(ま
た
宝
亀
十

一
年

一
二
月
甲
午
条

も
参
照
)
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
か
ら
帰
化
し
て
き
た
人
々
に

と

っ
て
本
国
の
意
識
は
帰
化

の
後
に
も

か
な
り
長

い
間
持
続
さ
れ
て
い
た
と
考
え

(15
)

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
日
本
に

「投
化
」
し
て
は
い
る
が
、
未
だ
日
本
の
民

と
し
て
認
識
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か

っ
た
状
態
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
彼

ら
は

「投
化
」
・
「帰
化
」
し
、
定
着
し

て
そ
れ
に
相
当
す
る
待
遇
も
受
け
た
よ
う

で
は
あ
る
が
、
「帰
化
」
以
上
の
段
階
1

「王
民
」
の
段
階
1
と
し
て
の
意
識
は

持
ち
得
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
状
態
は
そ
の
ま
ま

(
16
)

認
め
ら
れ
、
「安
置
」
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
日
本
古
代

国
家
に
は
、
「天
皇

の
民
」
た
る

「王
民
」
と
、
何
等
か
の
身
分
状
態

で
領
域
内

に

「安
置
」
さ
れ
て
い
る
が
、
自
ら
を

「王
民
」
と
し
て
認
識
し
得
る
ま
で
に
は

い
た
ら
な

い
人
々
と
が
、
同
時
に
共
存
し
て
い
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
右

の
9

(史
料
6
)
、
19
の
場
合
、
彼
ら
は
元
来

「内
民

(王
民
)」

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
18
の
よ
う
な
場
合
も
先
祖
は
元
来

「内
民
」
で
あ

っ
た
と
い

う
。
い
わ
ば
、
俘
囚
の
名
の
除
去
や
賜
姓
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら

が
国
内

で
自
ら
の
身
分
を
再
確
立
す
る
過
程
で
あ

っ
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
自
体
、

先
述
し
た
外
来
人
の
内
民
化
過
程
と
根
本
的
な
差
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
同
じ
く
内
民
関
係
の
史
料
と
し
て
、
賜
姓
を
望
ん
で
い
た
記
事
-
天
平
八
年

十

一
月
丙
戌
条
、
延
暦
九
年
七
月
辛
巳
条
、
延
暦

一
〇
年
正
月
癸
酉
条

(A
類
の

中

の
③
上
表
参
考
)
ー
が
あ
る
が
、
例
え
ば
、

○
史
料
7

『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年
八
月
己
丑
条

糺
政
台
尹

三
品
池
田
親
王
上
表
曰
。
臣
男
女
五
人
。
其
母
出
レ
自
二
凶
族
一
。

臣
悪
二
其
逆
党
一
。不
レ
予
二
王
籍
一
。然
今
日
月
梢
遇
。
聖
沢
頻
流
。
当
是
時
也
。

不
レ
為
二
処
置

一
。恐
聖
化
之
内
。
有
二
失
レ
所
之
民
一
。伏
乞
。
賜
二
姓
御
長
真
人

一
。

永
為
二
海
内

一
族
一
。…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
理
念
的
に
は
、
や
は
り
同
じ
く

「王
化
」
の
思
想
が
基
盤
に

あ

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
「化
に
帰
し
た
」
の
で
、
居
住
地
が
与
え
ら
れ
、

中
央
や
地
方
の
官
職
も
与
え
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
が
、
直
ち
に
天
皇
の
民

(王
民
)

に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
従

っ
て
、
今
ま
で
の
研
究
に
お
い

て
、
「帰
化
」
＝

「王

(民
)
化
」
と
い
う
よ
う
に
同

一
視
し
、
同

一
線
上
で
解

(
17
)

釈
し
よ
う
と
し
て
き
た
点
は
見
直
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
集
団
或

い
は

個
人
レ
ベ
ル
で

「帰
化
」
「帰
投
」
し
た
段
階
と
、
「王
民
」

の
段
階
と
は
別
の
次

元
で
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

今
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
八
世
紀

に
お
け
る

「化
」
の
様
態
に
つ
い
て
は
、
大

略
次

の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

諸
蕃
に
対
し
て
、
ま
た
国
内
統
治
に
お
い
て
、
中
国
的
な
統
治
理
念
を
表
し
た

「化
」
ー
A
類
と
、
そ
の

「化
」
理
念
の
実
践
的
側
面
と
し
て
記
さ
れ
た
B
類
と

が
あ
る
。
そ
し
て
、
B
類

の
中
に
は
、
「化
」

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
律
令
国
家
側

か
ら
強
制

・
教
諭
す
る
性
格
を
持

つ
B
a
類
と
、
自
ら
の
意
志
に
基
づ
い
て
い
る
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B
b
類
と
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
中
で
も
特
に
B
b
類
は
、
諸
蕃
人

の

「帰
化
」
「投
化
」
「化
帰
」
「化
来
」

(夷
秋
の

「帰
降
」
等
)
と
表
現
さ
れ
る
、

日
本
列
島
内
の

「化
内
」

の
領
域

へ
の

「
マ
ウ
ク
」
「
マ
ヰ
オ
モ
ム
ク
」

(『日
本

書
紀
』
古
訓
)
、
そ
れ
に
対
し
て
行
わ
れ
る
政
策
的
措
置

(地
理
的
安
置

・
給
与
等
)

の
過
程
と
し
て
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
何
よ
り
も
日
本
古
代
国
家
に
お

い
て
よ
り
注
目
さ
れ
る
点
は
、
領
内

民

(「化
内
民
」)
か
ら

「王
民
」
と
な
る
た
め
に
、
も
う

一
つ
の

「王
化
」

(天

皇

の
民
に
な
る
た
め
適
用
さ
れ
る

「化

(C
類
)」

(王
民
化
:
表
3
の
番
号

15
以

下
に
お
い
て
み
ら
れ
る
)
)
に
浴
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

(左

参
照
)。I、

地

理
的

移

動

※

「
帰

化

」

「
投

化

」

「
化

帰

」

「
来

帰

」

等

の

「化

」

の
概

念

が

適

用

さ

れ

る

。

↑
…

(B
b
類
)

I
I
、
国
郡

(村
)
等
に
安
置

※
給
復

・
賜
物

※
集
団
的
安
置
の
た
め
に

一
定

の
場
所

(郡
や
村
等
)
が
用
意
さ
れ

た
。

※
有
力
者
は
授
位
せ
ら
れ
、
官
職
に
も
任
じ
ら
れ
た
。

↑

ハれ
ね

I
I
I

、
賜
姓

(改
賜
姓
)

※

「王
民
化
」
、
日
本
的
姓
の
秩
序

へ
の
編
入

(C
類
)

以

上

の
よ

う

な

過

程

に

お

い

て
、

「
化

外

人

」

↓

「
化

内

人

」

(
「
帰

化

人

」
)

↓

「
調
庸

人

」

(「
公

民

」

・

「
平

(
19
)
民

」
)

↓

「
天

皇

の
民

(王

民

)
」

と
い
う
変
化
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

「化
」
概
念
の
特
徴

以
上
の
よ
う
な

「化
」
の
過
程
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
そ
れ
が
中

国
的
概
念

の
借
用
で
あ
る
に
せ
よ
、
日
本
古
代
国
家
に
お
い
て
い
か
な
る
脈
絡
で

受
け
入
れ
ら
れ
、
用
い
ら
れ
て
き
た
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

法
制
史
料
を
中
心
に
考
察
す
る
と
、
日
本
に
お
け
る

「化
」
の
概
念
に
関
し
て

は
、
次

の
よ
う
な
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

-
、O
史
料
8

戸
令

44
化
外
奴
碑
条
集
解

凡
化
外
奴
碑
。
自
来
投
レ
国
者
。
悉
放
為
レ
良
。
…
…

若
是
境
外
之
入
。
(謂
。

亦
與
二
化
外

一同
也
。
釈
無
レ
・別
。古
記
云
。
境
外
之
人
。
與
二
化
外
一
。
種
無
レ
別
。)

先
於
二
化
内

一充
レ
賎
。
…
…

右
の
戸
令

44
化
外
奴
蝉
条
集
解
か
ら
、
「境
外

の
人
」
は

「化
外
」

の
人
と
同

(20
)

様
な
扱

い
を
さ
れ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

(義
解
、
令
釈
、
古
記
)
。
ま
た
、

「境
外
之
人
先
於
二
化
内

一充
レ
賎
」
に
よ

っ
て
、
「境
外
」
と

「化
内
」
と
は
対
立

視
す
る
概
念
で
あ

っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
「化
内
」
と
は

「境
の
内
」
と
い
う
意

味
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
く
れ
る
実
例
と
し
て
は
、

○
史
料
9

『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年

(七
五
八
)
六
月
乙
丑
条
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…
…
今
年
足

・
人
勝
等
先
祖
。
…
…
於
二
難
波
高
津
宮
御
宇
天
皇
之
世
一
。

転
レ
自
二
高
麗
一
。帰
二
化
聖
境
一
。本
是
同
祖
。
今
分
二
数
姓
一
。…
…

こ
の

「帰
化
聖
境
」
の
表
現
、
ま
た
、
他
に
も
、

○
史
料
10

『続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年

(八
四
二
)
正
月
乙
巳
条

…
…
其
後
於
二
呂
系
等
化
来

一
云
。
己
等
張
宝
高
所
レ
摂
嶋
民
也
。
宝
高
去
年

十

一
月
死
去
。
不
レ
得
二
寧
居
一
。
仍参
二
着
貴
邦
一
。…
…
縦
境
外
之
人
。
為
レ

愛
二
土
毛

一到
二
来
我
境
一
。須
下
欣
二
彼
情

一令
上
レ得
二
其
所

一
。…
…

と
み
え
る
意
識
、
ま
た
、

○
史
料
11

『続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年

(八
四
二
)
八
月
丙
子
条

…
…
望
請
。
新
羅
国
人
。

一
切
禁

断
。
不
レ
入
二
境
内
一
。報
曰
。
徳
沢
泊
レ
遠
。

外
蕃
帰
化
。
専
禁
二
入
境
一
。事
似
二
不
仁
一
。…
…

と

い
う
、
大
宰
大
弐
従
四
位
上
藤
原
衛

上
奏
四
起
請
に
み
え
る
意
識
等
か
ら
、

「境
外
」
か
ら

「境
内
」
の
地
に
入

っ
て
く
る
ー

「化
内
」
地

へ
の
移
動
、
そ
れ

が
即
ち
、
「帰
化
」
を
指
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

2
、○
史
料
12

公
式
令

8
六
官
人
父
母
条
集
解

凡
官
人
父
母
。
病
患
危
篤
者
。
不
レ
得
レ
差
二
充
遠
使
一
・(謂
。
化
内
遠
使
也
。

釈
云
。
化
内
遠
使
也
。

一
云
。
絶
域
也
。
化
内
臨
時
処
分
也
。
古
記
云
。
危

篤
。
謂
重
病
也
。
遠
使
。
謂
絶
域
也
。
化
内
者
臨
時
処
分
耳
。
…
…
)

公
式
令
8
六
官
人
父
母
条
集
解
に
よ
る
と
、
「化
内
」
と

「
絶
域
」
と
は
対
立

す
る
概
念
で
あ
る

(古
記
、
令
釈
)
。
そ
し
て
実
際
、
「絶
域
」
と
は
唐

(『続
日

本
紀
』
慶
雲
元
年
十

一
月
丙
申
条
、
慶
雲
四
年
五
月
壬
子
条
、
宝
亀
七
年
四
月
壬

申
条
)、
或

い
は
朝
鮮
半
島
の
高
句
麗

・
百
済

(『続
日
本
紀
』
養
老
元
年
十

一
月

甲
辰
条
)
と
の
間
の
地
理
観
と
し
て
表

さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「化
」
に
対
し

て
は
概
ね
、
政
治
的
性
格
以
前
に
地
理
的

概
念

の
意
味
合

い
を
も

っ
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
日
本
古
代
国
家
の
領
土
観
念
、
領
域
的
整
備
と
の
関
わ
り
が
指
摘
で
き
よ

う。従

っ
て
、
史
料
に
み
え
る

「王
化
」
「帰
化
」
「朝
化
に
帰
す
る
」
と
い
う

の
は
、

ま
ず
第

一
次
的
に
は
、
「化
内
」
(境
内
-
支
配
領
域
)
で
の
定
着
を
認
め
ら
れ
、

そ
こ
で
物
質
的
な
供
給
に
与
か

っ
た
段
階
で
あ

っ
た
と

い
え
る
。
養
老
職
員
令

の

中
で
、
中
央
に
お
い
て

「蕃
客
」

の
事
を
司
る
玄
蕃
頭

の
職
掌
に
は

「帰
化
」
が

み
ら
れ
な

い
が
、
同
令
大
宰
帥
と
壱
岐
対
馬
日
向
大
隅
等

の
国
守
の
職
掌
の
中
に

は

「帰
化
」
の
規
定
が
あ
る
の
も
、
令

で
想
定
す
る

「帰
化
」
自
体
、
律
令
国
家

の
境
界
に
や
っ
て
く
る

「諸
蕃
人
」
を
直
接
担
当
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た

表
現
で
あ

っ
た
為
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り

「王
の
民
」
あ
る
い
は

"王

の
制
定
し
た

(
21
)

礼

の
秩
序
づ
け
"
と
は
、
そ
の
段
階
を
別
に
し
て
い
た
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
こ
に
お
い
て

「化
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
「帰
化
」
し
て
き
た
人
々
を
、

「化
内
」

の
領
域
に
定
着
さ
せ

(
I↓
I
I)
、
引
き
続
き
、
「王

(民
)
」
(
I
I
I

)
に

収
敏
さ
せ
る
過
程
を
通
じ
て
具
現
化
さ
れ
た
と

い
え
る
。

三

「
王
民
化
」

の
過
程

「王
民
」
で
は
な

い
が
、
何
ら
か
の
形
態
を
も

っ
て
、
様
々
な
類

の
人
々
が
古

代
国
家
の
領
土
内
に
共
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
に
対
す
る

処
分
や
位
置
づ
け
等
は
、
支
配
者
が
そ
の
権
力
を
支
え

て
い
く
上
で
重
要
な
問
題

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
は
、
朝
鮮
半
島

の
情
勢
と
も
絡
み
あ

っ
て
多
数

の

「化
に
帰
し
て
」
く
る
人
々
が
生
じ
、
ま
た
、
列
島
内
で
は
征
服
事
業
に
よ
っ

て

「降
帰
し
て
」
く
る
人
々
も
少
な
く
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
に
新
し
く
領
土
の
民
に
な

っ
た
人
々
は
、ま
た
日
本

の
姓
を
も
求
め
、
「王
民
」
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に
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ
の

「帰
化

(或

い
は
降
帰
)
人
」
か
ら

「王
民
」
ま

で
は
ほ
ぼ
類
似
し
た
コ
ー
ス
を
辿

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「帰
化
」
か
ら

「王
民
」

化
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
は
、
大
体
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

1
、

図
の
ー
の
段
階
で
適
用
さ
れ
う
る
律
令

の
規
定
と
し
て
、
「衣
粮
を
給
す
」

「寛
国
に
お
い
て
貫
に
附
し
安
置
す
る
」
と

い
っ
た
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

○
史
料
13

戸
令

16
没
落
外
蕃
条
集
解

凡
没
二
落
外
蕃

一得
レ
還
。
及
化
外
入
帰
化
者
。
所
在
国
郡
。
給
二
衣
粮
一
。

具
レ
状
発
二
飛
駅

一申
奏
。
化
外
人
。
於
二
寛
国
一
。附
レ
貫
安
置
。
…
…

2
、

そ
し
て
、
「帰
化
」
を
認
め
ら
れ

「化
内

の
民
」
と
な

っ
た
。
そ
の

「化
内

民
」
は
、
"律
令
制
的
身
分
秩
序
"
の
中
で
は
、
良
賎

の
い
ず
れ
か
の
身
分
と
し

て
扱
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
段
階
に
お
け
る
法
的
措
置
は
、
以
下
の
よ
う
な

も
の
が
窺
わ
れ
る
。

○
史
料
14

賦
役
令
15
没
落
外
蕃
条

外
蕃
人
投
化
者
復
十
年
。

と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
例
で
は
、
本
条
集

解
に
、
「百
済
高
句
麗
敗
時
投
化
者
～

終
身
免
除
、
自
余
依
レ
令
」

(「古
記
所
引
」
霊
亀
三

・
一
一
・
八
太
政
官
符
、
先

述
の
史
料
3
参
照
)
、
「百
済
王
等
～
課

・
雑
倍
永
免
除
」
(「私
説
所
引
」
延
暦

一

六

・
五

・
二
八
格
)
と
・の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
特
に
永
久
免
税
と

い
う
優
遇
処
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
天
皇
権

の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
高
揚

の
事
業
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ

る
。
即
ち
、
「化
」
に
従
う
意
味
を
強

調
し
具
体
的
な
待
遇
を
み
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
た
な
天
皇
の
民
と
し
て
編
入

し
よ
う
と
、
期
待
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

3
、

そ
し
て
、

○
史
料
15

賦
役
令
10
辺
遠
国
条
集
解
所
引
古
記

(22

)

化
外
人
投
レ
化
復
十
年
。
復
詑
之
後
。
課
役
…
…
華
夏
百
姓

一
種
也
。

(
23
)

と
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
中
国
の
よ
う
な

「蕃
戸
」
が
な
く
、
復

一
〇
年
の
後

に
は
直
ち
に

一
般

の
内
民
と
同
様
の
扱

い
を
さ
れ
た
の
も
、

一
つ
の
特
徴
と

い
え

よ
う
。

4
、

ま
た
、
戸
令
44
化
外
奴
碑
条
に
よ

っ
て
、
化
外
奴
碑

の

「自
来
投
レ
国
」

の
場
合
は

「良
」
と
さ
れ
る
の
で
あ

っ
た

(「凡
化
外
奴
碑
。
自
来
投
レ
国
者
。

悉
放
為
レ
良
。
即
附
レ
籍
貫
。
本
主
雖
下
先
来
投
上
レ国
。
亦
不
レ
得
レ
認
。
…
…
」)
。

以
上
は
、
領
内
に
や
っ
て
き
た

「化
外
人
」
、
ま
た

「帰
化
」

・
「赴
化
」
し

て
き
た
者
に
対
す
る
優
遇

・
「安
置
」

の
過
程
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

未
だ

「王
民
」
と
し
て
の
認
識
が
な
い
段
階
で
あ
る
。
つ
ま
り

「帰
化
」
と
は
、

「王
民
化
」

の
前
段
階
的
な
1
必
ず
し
も

「王
民
化
」

へ
進
む
と
断
言

で
き
な

い

が
-
性
格

の
も
の
で
あ

っ
た
。
い
わ
ゆ
る

「帰
化
人

(投
化
人
)」
達
は
、
「王
民
」

或
い
は
非

(未
)
「王
民
」
の

「化
内
人
」
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

5
、

ま
た
、
賦
役
令

15
没
落
外
蕃
条
に
は
、
「外
蕃
之
人
投
レ
化
者
復
十
年
。
其

家
人
奴
被
レ
放
附
二
戸
貫

一者
復
三
年
」
以
外
に
も
、
元
来
は
内
民
で
あ

っ
た
が
、

「外
蕃
に
没
落
し
て
、
還
る
を
得
」
た
者
に
対
し
て
、
「
一
年
以
上
復
三
年
、
二
年

以
上
復
四
年
、
三
年
以
上
復
五
年
」
と
い
う
処
置
を
行
う
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
、
以
上
1
～
5
の
過
程
全
般
を
含
め
て
、
「帰
化
入
」
の
内
国
定
着

の
過
程
と
、
内
民
の
再
定
着
の
過
程

の
間
に
は
、
法
規
定
の
上
で
も
、
ま
た
集
解

諸
説

の
認
識
の
上
で
も
、
特
別
な
差
を
設
け
よ
う
と
し
た
形
跡
は
み
あ
た
ら
な

い
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
「王
民
」
と
な
す
た
め
の
ル
ー
ト
＝
姓
の

賜
与
に
関
し
て
も
、
「諸
蕃
」
、
「夷
秋
」
等

の

「化
外
」

の
民
と
他

の

「化
内
」

(
24
)

民
と
を
特
別
に
区
別
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
両

者
は
と
も
に
、
古
代
国
家
内
部
で
の
位
置
関
係
と

い
う
側
面
よ
り
、
王
権
と
の
関

係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ

っ
た
の
か
を
重
視
し
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
従

っ
て
、
B
b
類
25
の
場
合
の
よ
う
に
、
日
本
政
府
に
対
し
て
、
「化
」
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に
よ

ら

ず

、
「
貢

進

」
さ

れ

た

ケ

ー

ス
に

お

い

て
も

、

ま
た

、
B

b

類

22

の
よ
う

に
、

「
帰

化

」

と

み

る
よ

り

は
、

元

来

「使

に
随

い
入

朝

」

し

た
由

来

を

も

っ
て

い
る

ケ

ー

ス

に

お

い

て
も

、

「
王

民
」

と

な

る

た

め

の

コ
ー

ス
は

ほ

ぼ

同

様

に
開

か

れ

(
25
)

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時

の
律
令
政

府
内
の
権
力
関
係
、
そ
の
中
で
の
王
権

の
問
題
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

即
ち
、
日
本
古
代
国
家

の

「王
民
」

の
構
造
と

い
う
の
は
、
単
に
諸
蕃
ま
た
は
夷

(26
)

秋
を
従
属

・
差
別
し
よ
う
と
し
た

"外
部
限
定
"
的
な
性
格

(中
国
的
次
元
と
い

え
よ
う
)
だ
け
で
は
説
明
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
「化
」
内
部
の
構
造
の
中
に
も
、

特
に
天
皇
と
の
個
別
的

・
特
定
的
な
関
係
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
、
日
本
古
代
国
家
に
特
徴
的
な
様
態
が
表
出
さ
れ
た
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

先
述
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
、
「夷
秋
」
ら
に
と

っ
て

「王
民
」

に
な
る
こ
と
は
、
「調
庸
民
」
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
「夷
秋
」
等
に
対

す
る
差
別
的
轟

は
否
み
讐

が
・
い
ず
れ
に
せ
よ
・
彼
ら
は
自
ら

「王
民
」
に

な
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
王
権
に
淵
源
す
る
身
分
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
持
ち
た
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
本

国
名
を
持
ち
続
け
、
Ｉ
↓
I
I段
階
に
お
い

て
も
内
民
と
の
差
別
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か

っ
た
蕃
姓
系
の
人
々
が
、
そ
の
出

自
や
帰
化
の
由
来
を
明
か
し
な
が
ら
改
賜
姓
を
望
ん
だ
理
由
に
は
、
律
令
制
国
家

の
単
な
る
公
民
で
は
な
く
、
王
権
に
つ
な
が
る
特
殊
な
身
分
の
将
内
に
入
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
確
立
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
窺
わ

れ
る
。
ま
た
そ
の
こ
と
は
、
古
代
国
家
が
民
全
体
に
対
し
て
で
は
な
く
、
個
々
に
、

(28

)

或

い
は
、
部
分
部
分
に
お
い
て
王
権
と

の
結
び
つ
き
を
成
し
て
い
っ
た
過
程
に
相

乗
じ
て
行
わ
れ
た
と

い
う
点
も
、
指
摘

で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
古
代
国
家
の

「化
」

に
つ
い
て
は
、
権
力
の
所
在
を
よ
り

具
体
化
し
よ
う
と
し
た
王
権
の
意
図
と
、
そ
れ
に
乗
じ
、
自
ら
の
位
置
づ
け
を
再

確
認
し
よ
う
と
し
た
統
治
対
象
た
る
民

の
意
志
と
い
う
、
両
側
の
面
か
ら
理
解
さ

れ

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

今
ま
で
の
検
討
を
ま
と
め
て
み
る
。

1
、

「化
内
民
」
た
る
段
階
ー
即
ち
、
日
本
列
島
内

の
中
央
政
権
の
統
治
力
が
及

ぶ
範
囲
に
そ
の
定
住
が
認
め
ら
れ
る
段
階

(
I
、
I
I)
と
、
天
皇
と
の
関
係
が
確

認
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
認
識
さ
れ
る
ー

「王
民
」
た
る
段
階

(
I
I
I

)
と
が
分
離

さ
れ
て
い
た
。

2
、

「化
外
」
と
い
う
語
は
、
「天
皇
の
教
化
を
被
ら
な

い
」
或

い
は

「律
令
格

(29

)

式
を
同
じ
く
し
な
い
」
と
い
っ
た
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
き

て
い
る
が
、
中
国
的
な

理
念
の
次
元
以
上
の
、
日
本
の
個
別
具
体
的
な
用
例
を
説
明
す
る
に
は
必
ず
し
も

十
分
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
に
お
け
る

「化
」

の
概
念
は
、
第

一
次
的

(30
)

に
は
、
空
間
的

・
地
理
領
域
的
な
性
格
の
も
の
で
あ

っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
日
本

の
律
令
国
家
の
「化
内
」
に
関
す
る
認
識
は
主
に
、
中
央
政
権

の
統
治
力
が
包
摂

・

把
握
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
そ
う
す
べ
き
領
土
概
念

の
上
に
成
り
立

つ
も
の
で
あ

っ
た
。

3
、

日
本

の
律
令
国
家
は
、
中
国
的
な
統
治
理
念
に
基
づ
い
た

「化
内
」
の
地

の

一
般
民
と
は
別
の
次
元
で

「王
民
」
"

「天
皇

の
民
」
を
設
け
て
い
た

(少
な

く
と
も
、
そ
れ
を
設
け
よ
う
と
し
た
)
。
そ
の

「王
民
」
と
は
、
た
だ
の

"「化
外

(
31
)

の
民
」
に
対
す
る
語
"
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
「化
内
」
地
で
中
央
政
府
が
把
握

す
る
対
象

一
般
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
よ
り
限
定
さ
れ
た
特
殊
な
関
係
-
主
に
天

(32
)

皇
の
賜
姓
に
よ

っ
て
確
認
さ
せ
ら
れ
る
関
係
ー
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
存

(
33
)

続

し

よ

う

と

す

る
、

あ

る

い
は

存

続

さ

せ

ら

れ

る
人

々
だ

っ
た

の

で
あ

る
。
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お

わ

り

に

中
国
的
華
夷
意
識
、
ま
た
は
帝
国
秩
序

の
貫
徹
と

い
う
側
面
を
重
視
す
る
視
点

か
ら
、
従
来
八
世
紀
の
対
新
羅
関
係
は
、
度
重
な
る
緊
張
と
衝
突
と
い
う
ふ
う
に

述
べ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
緊
張
と

い
う

の
も
、
当
時
の
両
国
の
関
係
を

大
き
く
揺
さ
ぶ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
は
、
八
世
紀
を
通
じ
て
相
続

く
使
節
派
遣
の
事
実
が
裏
付
け
て
く
れ
る
。

か
つ
て
日
本
古
代
国
家
の
対
外
認
識
を
説
明
す
る
た
め
に
提
起
さ
れ
た

「古
代

帝
国
主
義
」
論
や

「華
夷
」
論
等
に
は
む
し

ろ
、
中
央
政
府
側
の
国
内
情
勢
に
対

す
る
認
識
体
系
ー
多
数
の
移
民
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
で
権
力

の
安
定
化
を
は

か
る
ー
が
窺
え
る
部
分
が
あ

っ
た
。

い
ま
ま

で

「化
」
の
理
念
に
関
す
る
理
解
は

主
に
、
多
く
列
島
に
渡

っ
て
き
た
人
々
に
対
す
る
包
摂
の
論
理

(「帰
化
」)
と

一

元
化
さ
れ
、
ま
た
は
、
列
島
内
に
お
け
る
異
民
族
問
題

(対
立
と
差
別
、
王
権
と

外
来
人
の
問
題
と
し
て
)
に
関
連
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
日
本
古
代
国
家

の

「化
」
の
論
理
に
対
し
て
は
、
少
な
く
と
も
二
次
元
に
お
い
て
考
察
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
ず
、
列
島
内
外

の
、
そ

の
秩
序
の
外
郭
に
置
か
れ
て
い
た
人
々

を
内
部
構
造
に
編
入
す
る
過
程
で
、
主
に

「帰
化
」
と
表
現
さ
れ
る
論
理
を
以
て

包
摂
或

い
は
排
除
し
よ
う
と
し
た
側
面
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
天
皇
権
の
所
在

を
正
当
化
さ
せ
な
が
ら
、
「天
皇
の
民
」
に
な
る
と
い
う
特
殊
な
意
味
合

い
を
強

調
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
側
面
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
日
本
に
お
け
る

「化
」
の
概
念
と
は
、
主
に

「帰
化
」
と
表
現
さ
れ
る

行
為

(外
部
か
ら
内
部

へ
)
と
、
ま
た
、
天
皇
個
人
と
の
入
格
的
身
分
関
係
を
結

ぶ

(内
部
構
造
の
中
で
)
過
程
で
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
る
も
う

一
つ
の
段
階
1

「王

民
化
」
1
と
い
う
両
面
に
お
い
て
、
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

注(1
)

国
際
的
政
治
思
想
で
あ
る

「華
夷

思
想
」

に

つ
い
て
は
、
か

つ
て
石
母
田
正
氏
が

論

じ

(
「天
皇
と
諸
蕃

」
『
日
本
古
代

国
家
論
』
第

一
部
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
三
、

初
出
は

一
九
六
二
)
、
近
年

で
は
酒
寄
雅
志
氏

の
論
考

が
あ

る

(
「華
夷
思
想

の
諸
相
」

『
ア
ジ
ア
の
な
か

の
日
本
史
』
五
、
東
京
大
学

出
版
会

、

一
九
九
三
)
。

(2
)

石
母

田
正
氏

の
古
代

に
お
け
る

「世
界
帝
国
主
義
」
論
以
降

(『
日
本

の
古
代
国
家
』

岩
波
書
店
、

一
九
七

二
、

『
日
本
古
代
国
家
論

』

一
、
二
、
岩
波
書
店

、

一
九
七
三
)
、

「古

代
帝

国
主
義
」

の
国
家
論

(石
上
英

一

「
古
代
東

ア
ジ
ア
地
域
と

日
本
」

『
日
本

の
社
会
史
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
七
)

の
展
開
等
。
そ

の
よ
う
な
研
究

の
流

れ
と
、

そ
れ

に
対
す

る
批
判
な
ど

に

つ
い
て
は
鬼
頭
清
明

『日
本
古
代
史

研
究

と
国
家
論
ー

そ

の
批
判
と
視
座
-
』

(新

日
本
出
版
社
、

一
九
九
三
)
参
照
。

(
3
)

石
母
田
正

「天
皇
と

「諸
蕃
」
」
前
掲

、
石
上
英

一
「
古
代
東

ア
ジ

ア
地
域
と
日
本

」

前
掲
、
武
広
亮
介

「
日
本
古
代

の

「夷
狭
」
支

配
と

「
蝦
夷
」
」

(
『歴
史
学

研
究
』

六
八
四
、
青
木
書
店

、

一
九
九

六
、

五
月
)
等
。

な
お
、
小
林
隆
氏
に
よ
る
と
、
夷
秋
身
分

、
化
内

・
化
外

の
対
立
構
造
が
創
出
さ

れ
た

の
は
浄
御
原
令
制
＝

良
人
集

団

(階
級
的
対
立
関
係

に
あ

る
在
地
首
長
-
共
同

体
成
員
を

ふ
く
み

こ
む
も

の
)
が
民
族
集

団
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
化
外
入

(夷

秋
と
諸
蕃
)
が
排
除
さ
れ
、
良
人
集

団
が
化
内
人

と
し
て
の
性
格
を
持

つ
段
階
以
降

と
さ
れ
た

(同
氏

「
律
令
制

下
の
化
内

・
化

内
人

に

つ
い
て
」

『新

し

い
歴
史
学

の

た
め
に
』

二

一
二
、
京
都
民
科
歴
史
部
会
、

一
九
九

三
、

一
二
月

、

一
〇
頁
)
。

(
4
)

日
本
古
代
国
家

に
お
け

る

「化
」

の
論
理

に
つ
い
て
は
、
主
に
異

民
族

と
王
権

の

間

の
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
て
き
た

(例
え
ば
、
伊
藤
循

「古
代
王
権

と
異
民
族
」

『歴
史
学
研
究
』
六
六

五
、

一
九
九
四
、

二
頁
)
。
し
か
し
、
本
稿

に
お

い
て
は
、
単

に
異
民
族
と
王
権

の
問

の
問
題
と

し
て
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
含
む
化
内

民
全

体
と
王
権

の
問
題

と
し
て
も
取
り
上
げ

て
み
た

い
。
特

に
八
世
紀

に
は
、
王
権

に
と

っ
て
こ
の
よ
う
な
関
連

づ
け
に
意
味

の
あ

る
時
代

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
日
本
古

代
国
家

の
王
権

の
性
格

に

つ
い
て
も
共

に
窺
う

こ
と

が
で
き
る
と
思
う
。
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(5
)

金
翰
奎

「
「
申
国
」

概
念
を
通

し
て
見

た
古

代
中
国
人
達

の
世
界
観

L
全

海
宗

博

士
華
甲
記
念
史
学
論
叢
編

『史
学
論
叢
』
、
ソ
ウ
ル

一
潮
閣
、

一
九

七
九

、
同
氏

「
「
四

夷
」

概
念

を
通
し

て
見

た
古
代

中
国
人

の
世
界
観
」

『釜
山
女
大

論
文
集
』

一
〇
、

一
九

八

一
参
照
。

(6
)

直
木
孝
次
郎
他
訳
注

『続

日
本
紀
』
四

(東
洋
文
庫

五
四
八
、
平
凡
社
、

一
九
九

二
)

二
四
頁
参
照
。

(7
)

同
じ
く

「化
」

の
理
念

が
用

い
ら
れ

て
も
、
教
喩

・
服
従

の
対
象

と
な
る
面

は
、

蕃
系

出
自

の
者

と
明
確

に
区
別

さ
れ
る
点

で
あ

る
と

い
え
よ
う
。

(8
)

彼

ら
が
特

に
郡
司

の
職

に
任
命

さ
れ

た
こ
と

に

つ
い
て
は
、
在

地
に
お
け
る
郡
司

ら

の
独
立
的

、
自
治
的
性
格

と
関
係

が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
郡
司
任
命

に
み

え
る
、
天
皇

へ
の

"
服
属
儀
礼

"
的
性
格

(早
川
庄
八

「
選
任
令

・
選
叙
令
と
郡
領

の

「
試
練

」
」

『日
本
古

代
官
僚
制

の
研
究
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
六
、
初

出
は

一
九

八
四
、
大
津
透

「古
代
天
皇
制
論
」
『岩
波
講
座

日
本
通
史

四
、
古
代

三
』

一
九
九

四
、

二
四
八
頁
参

照
)
か
ら
も
、
彼

ら

の
郡

司
任
命

に
お
け
る
特
殊
な
意
義

が
考

え
ら
れ

る
。

(
9
)

本
国

の
名
を
生
か
し
た
姓
字

の
付

け
方

は
、
中
国

の
場
合

に
も
み
ら
れ
る
例

で
あ

る
。
堀
敏

一
『中
国
と
古
代
束

ア
ジ

ア
世
界

中
華
的
世
界
と
諸
民
族
』
(岩
波
書
店
、

一
九
九
三
)

二
六
七
頁
以
下
参

照
。

(
10
)

ま
た

『日
本
後
紀
』
延
暦

一
八

・
一
二

・
甲
戌
条

に
は
次

の
よ
う

に
み
え

る
。

甲
斐
国
人
止
彌
若
虫
、
久
信
耳
鷹
長
等

一
百
九
十
人
言
。
己
等
先
祖
。
元
来
百
済

人
也
。
仰
慕
聖
朝
。
航
海
投
化
。
即
天
朝
降
論
旨

。
安
置
摂
津
職
。
後
依
丙
寅
歳
正

月

二
十
七

日
格
。
更
甲
斐
国
。
自

爾
以
来

。
年
序
既
久
。
伏
奉
去
天
平
勝
宝
九
歳
四

月

四
日
勅
偶

。
其
高
麗
百
済
新
羅
人
等

。
遠
慕

聖
化

。
来

附
我
俗
。
情
願
改
姓
。
悉

聴
許
之

。
而

己
等

先
祖
。
未
改
蕃
姓
。
伏
請
蒙
改

姓
者

。
賜
二
若

虫
姓
石
川
。
鷹
長

等
姓
広

石
野

ゆ
又
信
濃
国
人
外
従

六
位

下
卦

…
…
言
己
等
先
高
麗
人
也
。
小
治
田
。

飛
鳥

二
朝
庭
節
。
帰
化
来
朝
。
自
爾
以
還
。
累
代
平
民
。
未
改
本
号
。
伏
望
依
去
天

平
勝
宝
九
歳

四
月

四
日
勅
。
改
本
姓
者
。
賜
真
老
等
姓
…
…

即
ち
、
「高
麗
百
済
新
羅
人
等
」
は
投
化
し

て
安
置

・
貫

附
さ
れ
、
さ
ら
に

「蕃
姓
」

を
改

め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ

る
が
、
帰
化
来
朝

の
後

に
も
そ

の
ま
ま

「
累
代
平
民
」

と
し

て

「
本
号
」

を
維
持

し
て

い
た
例
も
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

(
11
)

こ
の
勅
に
関
し
て
は
以

下
の
よ
う
な
研
究
が
参
考

に
な
る
。

村
尾
次
郎

「氏
姓
崩
壊

に
現

れ
た

る
帰
化
人
同
化

の

一
形
態
-
新
撰
姓
氏
録
編
纂

に
至

る
ま

で
ー
」

(『史

学
雑
誌
』
五
二
ー

八
、

一
九

四

一
)
、
平
野
邦
雄

「
八
世
紀

の
帰
化
氏
族
に
た

い
す

る
賜
姓
」

(『大
化
前
代
社
会
組
織

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

、

一
九
六
九
)
、
義
江

明
子

「律

令
制
下

の
公

民

の
姓

秩
序
」

(
『史
学
雑
誌
』

八
四
-

一
二
、

一
九

七
五
)
、
伊

藤
千
浪

「律
令
制

下

の
渡
来
人
賜
姓
」

(『
日
本
歴
史
』

四

四
二
、
一
九
八
五
)
、
田
中
史

生

「律
令
国
家
と

「蕃
族
」
1
渡
来
系
氏
族

の
姓

と
出

自

の
問
題
か
ら
i

」

(『
日
本
古
代

の
国
家

と
祭
儀
』
雄
山
閣
、

一
九
九
六
)
。

(12
)

天
平
宝
字
年
間
、
仲

麿
政
権

下
で
蕃
姓
者

が
ほ
と

ん
ど
倭
国
人
姓

に
転
換
し
た
と

い
わ
れ
る

(伊
藤
千
浪

「律
令
制

下

の
渡
来
人
賜
姓
」
前
掲
、
森
公
章

「
古
代
日
本

に
お
け

る
在
日
外
国
人
観
小
考
」
高

知
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科

『人
文
科
学
研
究
』

第

三
号
、

二
二
頁
以
下
参
照
)
。
な
お
、
奈
良
時
代
後
半

に
お

い
て
は
、
「
皇
帝
」

の

例

(『続

日
本
紀
』
等

)
が
集
中

し
て
み
え

る
な
ど

(日
本
儀
制
令

1
天
子
条
に
よ

る
と
、
「皇
帝

」
と

は

「華

夷
所
レ
称
、
…
…
」

で
あ

る
)
、
仲
麻
呂

政
権

の
下

で
、

天
平
宝
字
年
間
以
降

に
儒
教
的
政
治
理
念

と
共

に
、
王
化
思
想

、
王
民
化

の
イ

デ
オ

ロ
ギ
ー
的
強
調
が
見
受
け
ら
れ

る
。

(13
)

石
母
田
正

『日
本

の
古
代

国
家
』
前

掲
、
二
九

四
頁
、
吉
村
武
彦

「律
令

制
的
身

分
集

団
の
成
立
」
『講
座

・
前
近
代

の
天
皇
』
三
、
青
木
書
店
、

一
九
九
三
、
二
八

・

九

頁
参

照
。

こ
の

「王

民
」

に
対

す
る
語
釈

に
は
、

『新

日
本

古
典
文
学
大
系

続

日
本
紀
』
三

(岩
波
書
店

、

一
九

九

二
、
二
五

四
頁
注

二
)

の
、
「
王
化

に
帰

し
、

そ

の
教
令

に
従
う
民

。
王
権

に
た

い
し
奉
仕
と
服
従

の
関
係
を
結

ぶ
。
化
外

の
民

に

対
す
る
語
で
、
狭
義

の
公
民

(公
戸

の
民
、
編
戸

の
民
)
よ
り
も
更
に
広

い
概
念
」

と
が
あ
る
。
通
説
的

に
は
、
『
日
本
書
紀
』
大
化

二
年
八
月
癸
酉
条

「
…
…
始
於
祖
子
。

奉
仕
卿
大
夫
臣
連
伴

造
氏

々
人
等

〈或
本

云
。
名

々
王
民
〉
」

に
み
え

る

「王
民
」

に
拠

っ
て
、
豪
族
層

と

一
般
民
衆
と
を

「王
民
」

の
構
成
部
分
と
す
る

(水
林
彪
氏

の
場
合
は
、
諸
豪
族

の
こ
と

で
あ

る
と
し
、
律
令
国
家

に
お

い
て

「
公
民
」

と

い
う
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語

に
置
き
換
え
ら
れ

一
般
民
衆
を
包
含

し
う

る
概
念

に
変
容
し
た
と
さ
れ
た

(同
氏

「
『日
本
書
紀
』

に
お
け
る

「
公
民
」
と

「王
民
」
」

『
日
本
史
研
究
』
三
九
三
、

一
九

九
五
)
。

い
ず

れ
も

、

こ
の

「
王
民
」

か
ら
律
令

国
家

の

「
公
民
」

へ
変
化

し
た
と

捉
え
る
考
え
方
が

一
般
的
な
傾
向

の
よ
う
で
あ
る

(公
民

に
対

し
て
は
、
通
説
的

に
、

律
令
国
家

の
統
治
対
象
と
な
る
民
衆
と
し
て
、
戸
籍

に
編
附
さ
れ
、

口
分
田
を
班
給

さ
れ
、
課
役
を
徴
収

さ
れ
た
と

い
う
見
解
が
示
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
吉
村
武
彦

「
律
令
制
的
身
分
集
団

の
成
立
」
前
掲
、
佐

々
木
恵
介

「律
令
制
下

の
公
民

に
つ
い
て
」

山
中
裕

・
森

田
悌

編

『論
争
日
本
古
代
史
』

河
出
書
房
新
社
、

一
九
九

一
等

)
。
し

か
し
、
『日
本
書
紀
』
記
事

の

「王
民
」
か
ら

『続
日
本
紀
』
時
代
以
降

に
は

「
公
民
」

の
語

へ
と
置
き
換
え

て
考
え
る
な
ら
ば

、
史
料

5
の
天
平
宝
字

二
年

の
段
階

に

「
王

民
」
と
あ

る
の
は
ど

の
よ
う

に
み
る

べ
き
か
と

い
う
疑
問
を
残
す
。
「
王
民
」
と

「
公

民
」

に
対

し
て
は
、
そ

の
実
体
が
如
何
に
せ
よ
、
そ
れ
に
付
与

さ
れ
た
意
味
は
異
な

っ
て

い
た
と
考
え
ざ

る
を
え
な

い
の
で
あ

る
。

つ
ま

り
、
「王

民
」
と
は
、
支

配
す

る
主
体

が
王
権

で
あ

っ
て
、
そ
れ

に
所
属
さ
せ
ら
れ
た
存
在
を
示
す
表
現

で
あ
り
、

「公
民
」

と
は
、
広
く
国
家

に
対

し

て
義

務

(課
役
等
)
を
負
う
民

一
般
を
指

す
概

念

で
あ

っ
た
だ

ろ
う
。
律
令
国
家

に
お

い
て
も

「
公
民
」
と
は
別
の
次
元

で
、
王
権

が
、
絶
え
ず
、
「
王
化
」

に
よ

っ
て
存

続
す
る
意
味
を
強
調

す
る
存
在

を
設
け
、

そ

れ
が
八
世
紀
段
階

に
み
え

る

「王
民
」

に
対
す
る
認
識

で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

(
14
)

本

条
等

に
よ

っ
て
、
俘
囚
＝

「
化
民
」
、
ま
た
、

B
b
類

10

(宝
亀
元
年

四
月
癸

巳
条
)

に
よ

っ
て
、
俘
囚

の
名

を
も

つ
状
態

で
は
、
「化

民
」

と
評
価

さ
れ

て
い
て

も

「
王
民
」
で
な
か

っ
た

こ
と
、
俘

囚

の
名
を

除

い
て
か
ら
、
「
調
庸

民
」
と
な

る

こ
と
が
わ
か
る

(吉
村
武
彦

「律
令
制
身
分
集

団

の
形
成
」
前
掲
二
七
頁
以

下
参
照
)
。

ま
た
、

『類
従
国
史
』

一
九

〇
、
弘
仁

四
年

(八
一
三

)
一
一
月
庚
午
条

の
勅

「
夷
俘

之
性
、
異

二
於
平

民
一
、
雖
レ
従

二
朝

化
一
、未

レ
忘

二
野
心
一
」、
同
弘
仁

一
三
年

九
月
癸

丑
条

「己
等
自

レ
帰

二
朝

化
一
、経

二
二
十
箇
年
一
、漸
染

二
皇
風
一
、兼
得
二
活
計
一
、伏
望

為
二
編
戸
民
一
、永
従
二
課
役
一
、
」も
参
照
。

(
15
)

例
え
ば
、
天
平
宝
字

八
年
七
月
甲
寅
条

に
よ
る
と
、
新
羅
国
か
ら

「投
化

」
し
た

百
姓

が
、
新

羅
を
ま
だ

「本
国
」
と
語

っ
て

い
た

こ
と
等

で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
事

例

か
ら
、
彼
ら
が
あ
く
ま
で

"在

日
外

国
人

"
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
と

い
う
指

摘
も
あ

る

(森
公
章

「
古
代
日
本

に
お
け
る
在

日
外

国
人
観
小
考
」
前
掲
参
照
)
。

(16
)

律
令
国
家
成
立
期

の
百
済
王

や
高
麗
王
、
ま
た
唐

人
等

の
特
別
な

ケ
ー
ス
を
除

い

て
、
八
世
紀
以
降

に
基
本
的

に

「
帰
化
」

一
世
者
が
賜
姓

の
対
象
と

は
さ
れ
て

い
な

か

っ
た
と

い
う
指
摘
が
あ
る
よ
う

に

(田
中
史

生

「律
令
国
家
と

「蕃
族
」
1
渡
来

系

氏
族

の
姓
と
出
自

の
問
題

か
ら
ー
」

『日
本
古
代

の
国
家
と
祭

儀
』
雄
山
閣
、

一

九

九
六
年
、
二
六
四
頁
参

照
)
、
彼

ら
は
、
帰
化
後
も
賜
姓

を
経

な

い
で
、
蕃
姓
を

も

つ

"渡
来
系
氏
族
"

で
あ
り

つ
づ
け
た
と

い
う
面
が
み
う
け
ら
れ
る
。

(
17
)

石
母
田
正

「
天
皇

と

「
諸
蕃
」
L
前
掲
三
三
四
頁
、
平
野
邦
雄

「
帰
化

人
と
渡
来
人
」

(『
帰
化

人
と
古
代
国
家
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
)
等

。

(
18
)

賜
姓

(改
賜
姓
)

に
関
す

る
先
行
研
究

の
主
な
視
点
は
、
天
皇

(王
権
)
と

の
関

係
に
お

い
て
で
あ

っ
た
。
姓
は
、
天
皇

に
対
す
る
個
人

の
従
属
奉
仕

の
関
係
を
明
示

し
、
王
権
と

の
直
接
的
な
関
係
を
標
識
す

る
と

い
う
見
方
が
中
心
的

で
あ
り

(石
母

田
正

「古
代

の
身
分
秩
序
」
『古
代
史
講
座
』
七
、
学
生
社
、

一
九

六

一
、
加
藤
晃

「我

が
国

に
お
け
る
姓

の
成
立

に

つ
い
て
」
坂
本
太
郎
博
士
古
稀
記
念
会

編

『続

日
本
古

代
史
論
集
』

上
、
吉
川
弘
文
館

、

一
九
七

二
、
湊
敏
郎

「
律
令

的
公

民
身
分

の
成
立

過
程
」

『姓
と
日
本
古
代

国
家
』
吉
川
弘
文
館

、

一
九

八
九
、
吉

村
武
彦
前
掲

「律

令
制
的
身
分
集
団

の
成
立
ー
王
民
か

ら
公

民

へ
」
等

)
、
本
稿

に
お

い
て
も

こ
の
点

を
重
視
し
た

い
。

(19
)

B
b
類

9
の

「
調
庸

民
」
と
、

19
延
暦

四
年
六
月
癸
酉
条

に
み
え
る

「
公
民
」
と
、

23
延
暦

一
八
年

一
二
月

甲
戌
条

に
あ
る

「平
民
」
と
は
同

一
の
性
格

の
も

の
と
し
て

捉
え

る
こ
と
が
で
き
る

(
『日
本
後

紀
』
弘
仁

二
年
八
月
癸
酉
条

「
勅
。
諸
国
浮
浪
人
。

若
遭
水
旱
者
。
准

・
平

民
。
免

・
調
庸
。

…
…
」

や
、
弘
仁

二
年
閏

一
二
月
乙
巳
条

「
紀
伊
国

人
紀
直

祖
刀
自
売
之
子
嗣

宗
言
。
天
下
之
人
。
皆
承
父
姓

。
身

為
公
民
。

長
貢
調
庸
。
…
…
伏
望

因
親
母
之
居
。
賜
姓
藤
代
宿
祢
。
勅
賜
吉
原
宿
祢
。
貫
子
左

京
。
」
な
ど
に
よ

っ
て
も
、
「
平
民
」

・

「
公
民
」

と
は

「調
庸

の
民
」
と
同

一
視

で

き

る
と
思
う
)
。

(20
)

公
式
令
集
解
国
有

瑞
条

「
凡
国
有

…
…
境
外
消
息
者

。
各
遣
使
馳
駅
申
上
」

に
も
、

25



所
引

の
朱
説
に
は

「境
外
消
息

。
謂
化
外
之
人
等
来
レ
化
類
。
…
…
」
と
あ
る
。

(
21
)

石
母
田
正

『日
本
古

代
国
家
論
』
第

一
部
、
前
掲
三
〇
三
頁
参

照
。

(
22
)

田
中
史
生
氏

は
、
『延
喜
式
』

巻
二
五
主
計
式

下
、
某
国

司
解
申
預
計
某
年
大
帳

事

か
ら
、
「復

」
適

用
さ
れ
る

「帰
化
人
」
は
公
戸

に
付
さ
れ
た
公
民

で
あ

っ
た
こ
と

、

ま
た
、
「
復
十
年
」
間

の

「帰
化

人
」
は
、
公
戸

に
付

さ
れ
て

い
る

の
だ

か
ら
、
彼

ら
が
そ

の
段
階

に
お

い
て
す

で
に
公
民
身
分

で
あ

る
こ
と
、
即
ち
古

記
で

「帰
化
人
」

が
、
「華

夏
百
姓

」
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、

「復
十
年
」
後

の
こ
と
を
指

し
て

い
る
の

で
は
な
く
、
公
戸
に
付

さ
れ
た
段
階

か
ら

の
こ
と
を
指
し

て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た

(同

氏

「
律
令

制

下
に
お
け
る

「
帰
化
人
」
と

「復
」
」

(『國
學
院
大

学
大
学
院
紀
要
』

文
学

研
究
科
第

二
六
輯

、

一
九
九

五
、

二
月
)
、

二
八
五
頁
参

照
)
。

(
23
)

堀
敏

一

『中

国
と
古
代
東

ア
ジ
ア
世
界
』
参
照

(
24
)

"
日
本

で
外
国
人

が
王

か
ら
姓
を
賜
う

こ
と

に
よ

っ
て
容
易

に
公
民

に
編
入
さ

れ

得

た
面
"

(石
母

田
正

「
日
本

古
代

に
お
け

る
国
際
意
識

に

つ
い
て
」

(
『日
本
古
代

国
家
論
』

一
、
前
掲

三
二
四
頁
)
、
官

職

・
給
与
な
ど
相
当

の
優

遇

の
措
置
、
内
民

と
ほ
と
ん
ど
区
別

が

つ
か
な

い
待
遇
を
う
け
た

こ
と

(も
ち
ろ
ん
七
世
紀
後
半
滅
亡

以
降

の
高
麗

・
百
済
系

の
渡
来

人

に
対
す

る
も

の
が
多

か

っ
た
が
)

(森
公
章

「古

代

日
本

に
お
け

る
在

日
外
国
人
観
小
考
」
前
掲
)
な
ど
の
指
摘
も
参
考

に
な

る
。
伊

藤
循

氏
は
、
蕃

姓
を
も

つ
帰
化
系
住

民

に
お

い
て
、

(中
国

に
お
け
る
帰
化

人
は
す

べ
て
申
国
風

の
姓
を

つ
け

る
原
則

で
あ
る
が
)
日
本

で
は
本
国

に
お
け

る
姓
が
そ

の

ま
ま

日
本

に
お
け
る
姓
と
さ
れ
た

の
は
、
天
皇

の
権
威

を
維
持
す

る
意
義
を
も

っ
て

い
た
が
、

さ
ら
に
そ
れ
を
倭
国
人
風

の
姓
に
改
賜
姓
す

る
こ
と

に
も
特
殊
な
意
義
が

あ

っ
て
、
"
賜
姓

の
主
体

た
る
天
皇

の
権

威

の
強
化
"
と
関
連

さ
せ

て
指
摘

し

て
い

る

(同
氏

「古
代
王
権
と
異
民
族
し
前
掲
)
。

(25
)

ま

た
、
八
世
紀

の
例

で
は
な

い
が
他

に
も
、
自
発
的

な

「
(帰

)
化
」

の
意
志
は

み
え

な

い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「帰
化

の
例
」

に
準
ず
る
扱

い
を
受

け
た
と
み
ら
れ

る
ケ
ー

ス
が
あ

る
。
例
え
ば

、
『
三
代
実

録
』
貞
観
一
二

年
九
月

甲
子
条

、
貞
観

一

六
年
七
月
甲
辰
条
、
貞
観

一
八
年
八
月
丁
未

条
等

。

(26
)

石
母
田
正

「古
代

の
身
分
秩
序
」
前
掲

、
二
九

一
頁
参
照
。
な
お
、
氏
は
、
東
北

の

エ
ミ
シ
の
征
服

,
服
属

の
記
事

の
中
に
み
ら
れ
る

「王

民
」
ー

(「皇
民
」
)
ー
と

い
う
観
念
が
、
夷
秋
と

の
対
立
を
契
機

と
す
る
観
念

で
あ
り
、
良
民
身
分
集
団
を
外

に
対

し
て
限
定
し
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
述
べ
ら
れ
た
。
即
ち
、

石
母
田
正
氏

は
、
王
民

邪
良
民
と
し

て
捉

え

て
い
る
が
、
私
見

で
は
、
王
民
と

は
良
民
よ
り
さ
ら

に
限
定

さ
れ
た
概
念

で
あ

っ
た
と
考
え

る

(王

民
∩
良
民
)
。

(
27
)

梅
村
喬

「
天
皇

の
呼

称
」

(『講
座
前
近
代

の
天
皇
』
第

四
巻
、
統
治
的
諸
機
能
と

天
皇
観
、
青
木
書
店
、
一
九
九

五
)
三
二
頁
参

照
。

(
28
)

『続

日
本
紀
』

の
改

賜
姓

記
事

三
七
三
例

の
中

で
、
個
人
名

に
よ

る
改
姓

が

一
六

三

(全
体

の
四
三
%
で
あ
り
、

"
一
般

に
個

人
を
単
位
と

し
、

…
…
小
家
族

の
戸
主

を
単
位

に
改
姓
し
た
"
と

い
う
指
摘

(阿
部

武
彦

「上
代
改
賜
姓

の
範
囲
に

つ
い
て
」

『史
学
雑
誌
』

五
五
ー

二
、

の
ち

『日
本
古
代

の
氏
族
と
祭
祀
』

一
九

八
四
、
吉

川

弘
文
館
収
録
)
や
、
ま
た
、
天
武
朝

の
八
色
姓

か
ら

の
改
姓
は
、

ほ
と
ん
ど
個
人
単

位

で
…
…
氏

の

一
部

の
も

の
が
別
氏
と
な

っ
て
本
氏

か
ら
分
か
れ
、
さ
ら

に
そ

の
う

ち

一
人
が
官
位

の
栄
進

に
よ

っ
て
ふ
た
た
び
改
姓
さ

れ
る
と

い
う
順
序
を

へ
た
も

の

で
あ
る
、
と

の
指

摘

(喜

田
新

六

「八
色
之
姓
制
定
以
後

に
お
け

る
賜
姓

の
意
義
」

「
姓

の
性
格

の
変
化

と
氏
族

の
分
合
」

『中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』

一
四

・
二
〇
)
が

参
考

に
な
る
。
ま
た
、
五
位
以
上

の
官
人

に
お

い
て
、
天
皇
と

の
直
接
的

な
関
係

、

天
皇

と
官
人
個

人
と
の
人
格
的
結
合
関
係
を
指
摘
し
た
研
究

(大
津
透

「古
代

天
皇

制
論
」
前
掲
、
二
四
二
頁
)
等
も
参
考

に
な

る
。

(
29
)

小
林
隆

「律
令
制

下
の
化
内

・
化
内
人

に

つ
い
て
」
前
掲
参
照
。

(
30
)

例
え
ば
、
平

野
邦
雄
氏
は
、

「
「帰
化
」
と
は
、
…
…
、
内
民
化

の
た
め

の
手
続
き

を
経

て
、
そ

の
国
の
礼

・
法

の
秩
序

に
帰
属
さ
せ
る
と

い
う
、

一
連

の
行
為

な

い
し

現
象
を

い
う

の
で
あ
る
。
」
「
「帰
化
」
ま
た
は

「
帰
化
人
」
と

い
う
概
念

は
、
…
…

"政

治
現
象
"
で
あ
り
、
「渡
来
」
ま
た
は

「
渡
来
人
」
と

い
う
よ
う
な
、
"物

理
的

な
移

動
"
を
示
す
こ
と
ば

で
は
、
歴
史
用
語
と
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
た

(同
氏

「
帰
化
人
と
渡
来
人
」

前
掲
)
。
し
か

し
、

『続

日
本
紀
』

な
ど

の
五
国
史

の

記
事

に
み
え

る

「帰
化
」
を

、
"
政
治

現
象
"
と

み
る
の
は
、
そ

の
用
語

に
付
与
さ

れ
た
政
治
的
、
歴
史
的
意
味

に
捕
わ
れ
す
ぎ

て
い
る
た
め

で
あ
る
と
思
う

。
事
実
関
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係

の
上
で
は
む
し
ろ
、
自

ら
の
意
志

に
よ
る
移
住
と

い
う
意
味
で
捉
え

た
方

が
よ
り

適
切
な
場
合
が
多

い
。
名
例
律
疏
議

に
み
え

る
元
来

の
中
国
的

「
化
」

の
概
念

に
は
、

「
別
君
長
」
を
立

て
、
各

々

「風
俗
」

が
あ
り
、

「制
法
」
も
同
じ
で
な

い
、
と

い
う

ー

即
ち
、
政
治

・
法
律

・
文
化

の
各
面

に
お

い
て
異
質

で
あ

る
と

い
う
1
意
味
合

い

を
も

っ
て

い
た
。

ま
た
、
『大

唐
六
典
』
巻

一
八
、
鴻

腫
寺

典
客
署

の
令

の
職
掌

の

中

に
み
え
る

「
帰
化
在
蕃
者
」

が
、
日
本

に
お

い
て
は
想
定

で
き
な
か

っ
た

こ
と
も

(「
在
京
夷
秋
」
と

な

っ
て

い
る
)
、
中
国
的

な

「
帰
化
」
概
念
と

日
本

の

「帰

化
」

の
意
味
は
違

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う

。

つ
ま
り

、
日
本
古
代
国
家

に
お

い
て
は
、

「境
内
」
地

で
の
居
住
自
体

が
、
「
帰
化
」
と
認
識

さ
れ
う

る
も

っ
と
も
基
本
的
な
前

提

で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
『古
事
記
』
を
参
照
し

て
も
、
「
帰
化
」

の
表

現

は
な
く
、
三
例

の
す

べ
て
が

「参
渡
来

」

(
マ
ヰ

ワ
タ

リ
キ

ツ

・
マ
ウ
ク
)
と
み
え

る
こ
と

(
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
「
『
書
紀
』

の
オ
ノ
ヅ

カ
ラ

マ
ウ
ク

・
マ
ウ
ク
と
何
ら

概
念

に
差
は
な

い

(平
野
邦
雄

『大
化
前
代
政
治
過
程

の
研
究
』
)」
と
指
摘
さ
れ
た
)

も
、

日
本

に
お
け

る

「帰
化
」
と

は

「渡
来

」

(
マ
ヰ

ワ
タ
リ
キ

ツ
)
と

同
様

な
意

味

の
地
理
的
移
動

の
概
念

で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

。

(31
)

『新

日
本
古
典
文
学
大
系

続
日
本
紀
』
三
、
前
掲
、

二
五
四
頁
注

二
参
照
。

(32
)

賜
姓

に
際

し
て
は
多
く

の
場
合
、
そ

の
居
住
地
名

が
示

さ
れ
、
か

つ
天
皇

の
許
可

を
蒙

る
と

い
う
構
造
が
と
ら

れ
た

(延
暦

一
〇

・
正

・
癸
酉
条
、
貞
観
九
年

二
月

一

六

日
条

『平
安
遺
文
』

】
五
二
、
讃
岐
国
司
解
な
ど
参
照
)
。
こ
れ
は
即
ち
、
そ

の

地
域

が
天
皇

の
化

の
及

ぼ
す
範
囲

で
あ
る
と

い
う
意
義

を
同
時

に
持

つ
こ
と

で
も
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ

る
。
古
代
国
家

の
領
域
確
定
事
業

の
中

で
、

八
世
紀
後
半
以
降

に

は
、
主

に
賜
姓
を
通
じ

て
そ

の
地
域

に
対
す
る

「
天
皇

の
民
」

を
、
確
定

・
認
識

さ

せ
る
と

い
う
過
程

が
あ

っ
た
と

み
ら
れ

る
。

(
33
)

「化

内
」
に
お

い
て

「王

民
」

集
団
か

ら
排
除

さ
れ
て

い
た
人

々

(賎
民

・
無
姓

の
入

々

・
居
住
外
来
人
等
)
を
ど

の
よ
う

に
位
置
づ
け
る
べ
き

か
に

つ
い
て
は
、
今

後

の
検

討
課
題
と

し
た

い
。

〔本
稿
は

一
九
九
六
年
十

一
月

の
第
九
四
回
史
学
大
会

日
本
史

部
会

で
の
報
告

に
よ
る
も

の
で
あ
る
。〕
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